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の
方
々
が
聴
講
し
た
。

　
専
修
大
学
で
は
２
０
０
８

〜
16
年
度
に
「
Ｋ
Ｓ（
川
崎
・

専
修
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」「
Ｋ
Ｓ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
開
講
。ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
担

い
手
の
育
成
と
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
き
た
。
今
講
座

で
研
究
の
深
化
を
目
指
す
。

　
１
２
５
人
が
来
場
し
た
第

１
回
は
「
成
熟
社
会
に
求
め

ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」と
題
し
、

三
菱
総
合
研
究

所
理
事
長
で
プ

ラ
チ
ナ
構
想
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長
の
小
宮
山
宏

氏

が

講

演

し

た
。

　
嵯
峨
生
馬
経

済
学
研
究
科
客

員
教
授
の
「
超

高
齢
社
会
に
突

入
し
た
日
本
で

は
、
社
会
参
加

を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
社
会

貢
献
で
き
る
形

　
社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生

や
、
上
級
生
が
体
験
を
話
す

場
も
あ
り
ま
す
。「
情
報
と
社

会
」
や
「
情
報
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
」な
ど
は
、自
ら
の
キ

ャ
リ
ア
を
意
識
し
て
学
修
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
を

飛
び
出
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
学
外
の
競
技
会
や
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
へ
の
参
加
も

大
い
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
諸
君
に
は
、
主
体
的

に
学
ぶ
こ
と
を
心
掛
け
て
ほ

し
い
で
す
。
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
踏

み
出
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
時
は
、
遠
慮
な

く
教
員
の
研
究
室
の
ド
ア
を

た
た
い
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
学
生
時
代
、
将
棋
部

で
盤
上
の
駒
に
熱
中
し
て
い

ま
し
た
。
実
戦
で
負
け
る
と

非
常
に
悔
し
い
の
で
今
は
観

戦
専
門
で
す
が
、
将
棋
で
学

ん
だ
こ
と
が
二
つ
あ
り
、
そ

れ
は
実
社
会
で
生
き
て
い
ま

す
。
一
つ
は
、
考
え
る
力
を

つ
け
る
と
い
う
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
ど
ん
な
に
一
生
懸

命
や
っ
て
も
ミ
ス
を
す
る
こ

と
。
失
敗
を
受
け
止
め
、
自

分
の
力
を
客
観
的
に
知
り
謙

虚
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
極

め
て
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
生
ま

れ
ま
す
。「
文
理
融
合
」
を

生
か
す
学
部
と
し
て
、
理
工

系
大
学
の
同
様
学
部
と
は
一

味
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
特
長
を
生
か

し
、
教
員
が
取
り
組
み
た
い

こ
と
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
組

織
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
修
の
中
心
は
、
豊
富
な

演
習
科
目
に
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
成
果
を
上
げ
て
き
た

の
は
、
３
年
次
の
必
修
科
目

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

２
年
次
ま
で
に
培
っ
て
き
た

力
を
発
揮
し
、
課
題
の
研
究

や
作
品
制
作
に
グ
ル
ー
プ
で

挑
み
ま
す
。
話
し
合
い
を
重

ね
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

集
約
す
る
こ
と
で
技
術
や
知

識
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
幅
広
く

考
え
る
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
が
育
ま
れ
ま
す
。
我
々
教

員
も
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と

で
、
学
生
か
ら
教
え
ら
れ
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

が
見
え
て
く
る
、
そ
う
い
う

喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

「
専
大
で
４
年
間
学
べ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
学
生
を
一

人
で
も
多
く
育
て
る
こ
と
が

わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
す
。
そ

の
た
め
に
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
２

０
２
０
年
、
商
学
部
の
移
転

と
国
際
系
新
学
部
の
設
置
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
学

部
は
、
神
田
３
学
部
体
制
が

う
ま
く
立
ち
上
が
り
、
相
乗

効
果
を
生
む
た
め
に
、
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
に
向
け
、
法

律
学
科
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
主
体
的
に
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
に
結
び
つ
く
、
き
め
細

か
い
履
修
モ
デ
ル
を
提
供
す

る
計
画
で
す
。
進
路
先
に
よ

っ
て
は
商
学
部
で
取
り
た
い

科
目
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

国
際
関
係
に
興
味
が
あ
る
学

生
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
商
学
部
や
新
学
部
の
科
目

も
取
れ
る
よ
う
、
逆
に
法
学

部
の
科
目
を
他
学
部
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
調
整
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
新
し
い
法
学

部
、
そ
し
て
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
姿
が
、
間
も
な
く
現
れ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

存
し
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル

や
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
の

方
法
を
学
ぶ
学
問
で
す
。
学

生
に
は
物
事
を
多
面
的
・
客

観
的
に
考
え
る
姿
勢
を
身
に

つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
。
一
方
的
な
情
報
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
力

で
物
事
を
考
え
解
決
で
き
る

能
力
を
身
に
つ
け
た
社
会
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
私
自
身
は
法
学
部
に
入
っ

た
当
初
、
法
律
学
に
専
念
し

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
教
養
課
程
で
触
れ
た
幅

広
い
分
野
の
本
を
読
む
こ
と

で
文
学
や
美
術
に
興
味
が
湧

き
、
一
時
は
転
部
も
考
え
た

ほ
ど
で
す
。
し
か
し
法
律
学

を
専
門
的
に
学
ぶ
う
ち
に
、

法
律
に
つ
い
て
の
見
方
が
変

わ
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
社

会
の
仕
組
み
が
少
し
ず
つ
見

え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
初
は
面
白
く
な
か
っ
た
法

律
学
の
面
白
さ
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
本
学
で
も
ゼ
ミ
な
ど
を
通

じ
て
学
ぶ
こ
と
の
面
白
さ
に

目
覚
め
る
学
生
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
法
学
部
で
勉
強
す

る
こ
と
で
混こ

ん

沌と
ん

と
し
た
社
会

　
開
設
17
年
目
に
な
る
専
修

大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
は
、
単
に
情
報
に
関
す

る
理
論
を
習
得
す
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
と

情
報
を
結
ぶ
人
、
人
が
構
成

す
る
社
会
を
視
野
に
置
い
て

学
ぶ
学
部
で
す
。「
文
脈
」

で
理
解
し
、
幅
広
い
視
点
で

物
事
を
解
決
す
る
力
を
養
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
経
営
の
視
点
を

持
っ
た
技
術
者
や
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
デ
ザ
イ
ン
（
構
想
）
す

【
略
歴
】
１
９
９
４
年
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。
95
年
本
学
経
営
学
部
講
師
。
２
０
０
１
年
所
属
変
更
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
。
12
年
同
教
授
。
17
年
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
長
。
専
門
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
シ
ス
テ
ム
。
将
棋
観
戦
の
ほ
か
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
息
抜
き
。
東
京
都
出
身
。
53
歳
。

　
法
学
部
の
教
育
は
リ
ー
ガ

ル
マ
イ
ン
ド
（
法
的
思
考
）

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
法
律
学
や
政
治

学
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、

社
会
が
公
正
・
円
滑
に
運
営

さ
れ
、
人
々
の
幸
福
が
実
現

さ
れ
る
た
め
の
「
人
類
の
叡え

い

智ち

」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
を
育
む

こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。

　
私
の
専
門
は
国
際
法
。
人

種
・
民
族
・
宗
教
な
ど
を
異
に

す
る
人
々
が
国
際
社
会
で
共

【
略
歴
】
１
９
８
０
年
、
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
88
年
本
学
法
学
部
講
師
。
助
教
授

を
経
て
98
年
同
教
授
。
２
０
１
５
〜
17
年
法
学
研
究
所
長
。
趣
味
は
美
術
鑑
賞
、
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
コ
イ
ン
の
収
集
。
影
響
を
受
け
た
本
の
一
つ
は
本
学
名
誉
教
授
の
故
内

田
義
彦
先
生
の
『
読
書
と
社
会
科
学
』。「
社
会
を
見
る
た
め
の
道
具
と
し
て
の
『
概

念
』
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」。
熊
本
県
出
身
。
60
歳
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
３
学
部
の
学
部
長
選
が
各
学
部
教
授

会
で
行
わ
れ
た
。
法
学
部
長
に
森
川
幸
一
教
授
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
に
松
永
賢
次
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。

商
学
部
長
の
渡
辺
達
朗
教
授
は
再
任
さ
れ
た
。
任
期
は
本

年
９
月
１
日
か
ら
２
０
１
９
年
８
月
末
ま
で
。
新
任
の
２

学
部
長
に
、
学
部
の
特
色
や
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

新
学
部
長
に
聞
く

松
ま

つ

永
な

が 

賢
け

ん

次じ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長

森
も

り

川
か

わ 

幸
こ

う

一
い

ち 

法
学
部
長

人
と
社
会
を
視
野
に
学
ぶ

 

幅
広
い
問
題
解
決
力
を
養
う

訃　
　

報

庭
山
英
雄
氏
（
に
わ
や
ま
・

ひ
で
お
）
元
法
学
部
教
授

　
７
月
11
日
、
88
歳
で
死

去
。
１
９
９
１
年
か
ら
１
９

９
９
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

刑
事
訴
訟
法
。

田
島
俊
雄
氏
（
た
じ
ま
・
と

し
お
）
名
誉
教
授
・
元
経
営

学
部
教
授

　
８
月
２
日
、
88
歳
で
死

去
。
１
９
６
５
年
か
ら
１
９

９
９
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

英
語
。

鈴
木
啓
三
氏
（
す
ず
き
・
け

い
ぞ
う
）
名
誉
教
授
・
元
経

営
学
部
教
授

　
８
月
４
日
、
81
歳
で
死

去
。
１
９
６
４
年
か
ら
２
０

０
６
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

健
康
科
学
論
。
レ
ス
リ
ン
グ

部
の
監
督
、部
長
を
務
め
た
。

上
原
秀
明
氏
（
う
え
は
ら
・

ひ
で
あ
き
）
文
学
部
教
授

　
９
月
３
日
、
67
歳
で
死

去
。
２
０
０
０
年
入
職
。
主

な
担
当
は
、
歴
史
環
境
学
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

は
７
月
、
東
京
都
八
王
子
桑

志
高
校
産
業
科
（
シ
ス
テ
ム

情
報
分
野
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報

分
野
）
と
教
育
課
程
指
定
連

携
に
関
す
る
協
定
を
結
ん

だ
。

　
こ
の
協
定
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
と
八
王
子
桑

志
高
校
の
教
育
課
程
の
連
携

を
通
じ
て
、
相
互
の
教
育
内

容
の
理
解
を
深
め
、
大
学
教

育
と
高
校
教
育
の
接
続
や
活

性
化
を
目
的
と
す
る
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
が
同
様

の
協
定
を
結
ぶ
の
は
５
校

目
。

　
教
育
課
程
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
ほ
か
、
２
０

１
８
年
度
入
試
か
ら
教
育
課

程
指
定
連
携
型
推
薦
入
試
を

実
施
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

八
王
子
桑
志
高
校
と

教
育
課
程
連
携
協
定

　
専
修
大
学
大
学
院
公
開
講

座
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
状
と
可
能
性
」（
全
６

回
）
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
講
さ
れ
て
い
る
。
毎
回
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家

を
講
師
と
し
て
招
き
、
講
演

と
本
学
教
員
と
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を

探
る
。
７
月
７
日
に
第
１

回
、
同
27
日
に
第
２
回
が
行

わ
れ
、
多
く
の
学
生
や
一
般

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
」
と
の
問
題
提
起

を
受
け
、
小
宮
山
氏
は
日
本

が
目
指
す
未
来
像
と
し
て
プ

ラ
チ
ナ
社
会
を
提
案
。「
事
業

が
経
済
と
し
て
成
り
立
つ
状

況
を
作
る
こ
と
が
大
切
」
と

述
べ
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
医
療
、
地
方
創
生
と
い

っ
た
日
本
が
抱
え
る
課
題
に

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
と

指
摘
。
小
宮
山
氏
は
「
日
本

は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、

私
た
ち
自
身
の
発
想
の
転
換

が
必
要
だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
第
２
回
は
一
般
社
団
法
人

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
普

及
推
進
協
会
専
務
理
事
・
事

務
局
長
の
中
間
大
維
氏
と
神

原
理
商
学
部
教
授
が
登
壇
。

生
活
者
が
社
会
貢
献
で
き
る

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
第
３
回
以
降
の
講
座
は
次

の
通
り
。
▽
第
３
回
　
10
月

19
日
（
木
）「
企
業
の
Ｃ
Ｓ

Ｖ
戦
略
と
地
域
貢
献
」
▽
第

４
回
　
11
月
16
日
（
木
）

「
企
業
人
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
」
▽
第
５
回
　
11

月
30
日
（
木
）「
買
い
物
弱

者
問
題
の
解
明
と
展
望
」
▽

第
６
回
　
12
月
中
。
い
ず
れ

も
18
時
30
分
か
ら
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
。
問

い
合
わ
せ
は
大
学
院
事
務
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

小
宮
山
氏
の
講
演
を
学
生
た
ち
が

熱
心
に
聴
い
た
（
第
１
回
講
義
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス 

可
能
性
探
る

大
学
院
公
開
講
座
ス
タ
ー
ト

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
育
む

 

神
田
３
学
部
で
相
乗
効
果
を


